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本委員会での検討の方向性（再掲）

今回の事故では（海上荒天等により捜索救助開始に時間を要したことによ
り）長時間にわたる低温海水中での救助待機を余儀なくされたと推察される。

問題点

一定の水温を下回る海域（寒冷地）において、小型旅客船の救命設備と
して、現在、設置が認められている救命設備では不十分ではないか？
一方で、寒冷地を航行しない船舶についても、一律の基準を適用させる
必要があるのか？

問題解決のための課題

課題への対応
海水中で一定時間の救助待機をするにあたり、低体温症のリスク等の観点
を含め、寒冷地と定める具体的な水温の閾値（基準）について検討するこ
とにより、合理的な救命設備の備え付け要件のあり方を決定する必要性。

本委員会では、「一定の水温」の選定のための、
海水温度と待機時間の関係について検討を行う。 1



第１回委員会での主なご意見

一定の水温を下回る海域（寒冷地）における救命設備の要件の検討に関連し、第１回委員会では、
以下のようなご意見を委員より頂いた。

IMO（国際海事機関）の基準においても、寒冷地に対する設備要件等の規定が存在する。他
方で、寒冷地の基準となる具体の海水温度については、各国において、それぞれの環境等
種々の条件に勘案し決定することとされており、世界的に統一された温度の基準は定まって
いない。

落水後の経過時間と生存時間の関係の実データのグラフが、基準を定める際の証拠として
使用できるのではないか。

水温２０℃であれば、万一落水したとしても揚収された後に生存する可能性は高い。

ダイビングにおいては、肌が濡れても良いか否かの目安をおおよそ水温２０℃を目安にして
いる場合が多い。

水温１５℃付近で生存時間が大幅に変動する。

水温が１０℃を下回る海水に濡れた場合、低体温症の症状が順に進行するのではなく、一気
に意識を喪失してしまう（ジャンプする）ものと考えられている。

気象、海象等の不確定要素も多い中、１℃刻みでの基準の検討というのは、実態上困難。

救助体制の状況等も考慮した水温設定にすべき。
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水温と生存可能時間の関係（各種文献に基づく考察）

第１回委員会においてお示しした各種文献における、水温と生存可能時間（下限）の関
係をプロットすると、下図の各点のとおり。
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船員災害防止協会作成「訓練手引書

（SOLAS TRAINING MANUAL）追補 –
3」
「人間の許容限界ハンドブック」（岡邦博、

坂本和義、山崎正廣編集）（朝倉書店）
P.374
「ドクター山見のダイビング医学」（山見信

夫著）（成山堂出版）P.196

（公社）日本ボート協会安全マニュアル

（２０１８年１２月版） 【50％致死】

（一財）海技振興センター作成 「船員の

低体温症対策ガイドブック」

http://www.shipwrite.bc.ca/Chilling_trut
h.htm

浸水から目撃された死亡までの時間（「全

身が冷水に浸水した場合の生存時間」大

城和恵著（2020年9月24日））
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浸水後の最大生存時間曲線と、浸水から目撃された死亡までの時間

出典：「全身が冷水に浸水した場合の生存時間」（大城和恵、2020年9月24日）

水温20℃未満において落水した場合であっても、浸水時間が短時間であれば生存事例は多数存在。
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水温２０℃未満の救出事例（瀬戸内海旅客船沈没事故）

※ ２０２０年１１月１９日付日本経済新聞記事を抜粋

事故発生日の海面水温

出典：気象庁HP（一部加工）

事故発生日（２０２０年１１月１９日）の当該海域の平均海面水温は19.60℃
播磨灘・備讃瀬戸の
直近５年の海面水温

• ２０２０年１１月１９日１６：４０頃、小型旅客船（１９G/T、乗員・乗客６２名）が香川県与島の北方
沖で浅瀬に乗り上げ。

• 約１０分後、破孔から浸水開始、１７：３０頃沈没。
• 事故発生後、乗員乗客は、全員救命胴衣を着用のうえ、船外に脱出、救命浮器を使用し海水
中にて救助待機。

• その後、巡視船艇、付近を航行していた漁船等により全員救助。
• 児童２名及び添乗員１名がいずれも低体温症、過呼吸等を発症するも軽症。
• その他の乗船していた児童・教員５５名については、１９：４０頃までに全員帰宅。

事故概要
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参考：米国における「寒冷地（冷水域）」の定義

水温 意識不明までの時間 海水中の
生存予想時間

０℃
以下 １５分以内 １５分～４５分

０℃
～
５℃

１５分～３０分 ３０分～９０分

５℃
～

１０℃
３０分～６０分 １時間～３時間

１０℃
～

１５℃
１時間～２時間 １時間～６時間

１５℃
～

２０℃
２時間～７時間 ２時間～４０時間

２０℃
～

２５℃
２時間～１２時間 ３時間以上

USCG（アメリカ沿岸警備隊）による
水温と生存時間の関係

Cold water means the cognizant
OCMI has determined the monthly
mean low temperature of the water is
≤15℃ (59℉ ).

米国の規則（CFR）による寒冷地（冷水域）の定義

１５℃以下の海域を冷水域と定義

CFR（Code of Federal Regulations）Title 
46/Chapter I/Subchapter T/Part 180/ 
Subpart E - Number and Type of Survival 
Craft § 180.200 Survival craft （抜粋）
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これまでの議論の整理・論点

水温20℃以上であれば落水したとしても生存可能性は高い。

水温10℃未満の場合、落水後短時間で死亡する可能性が高い。

水温20℃未満において落水した場合であっても、浸水時間が短時間であれば
生存事例は多数存在。

米国は「15℃」を「寒冷地（冷水域）」の定義の閾値として設定。

（安全基準を設定するにあたり、）水温10℃以上20℃未満で落水した場合に
おける、要救助者の生存の可能性について、どのように考えるか。
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とりまとめ（案）①

水温 要救助者の生存の可能性※

10℃未満
落水直後に、意識不明の状態に陥る可能性が高い。

救助の状況に関わらず、落水後、短時間での死亡の可能性が高い。

10℃以上15℃未満
落水後、短時間（1～2時間程度）の救助待機であっても、救助後に生
存する可能性は低い。

15℃以上20℃未満
落水後、短時間（1～2時間程度）の救助待機であれば、救助後に生
存する可能性は高い。

20℃以上
落水後、海水中で長時間（3時間～）救助待機の後に揚収された場合
でも、かなりの確率での生存が見込まれる。
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水中待機時の低体温症のリスクは水温が25℃を下回ると発生し、15℃を下回ると重大な
リスクが生じる可能性がある。

水温と要救助者の生存の可能性については、概ね以下のとおり。

※ 海中での救助待機の場合、外部環境（気温、風速、天候）や要救助者の状態（年齢、性別、体力
等）によって変化し得る。



とりまとめ（案）②
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水温の基準に加え、以下の事項についても検討することが望まし
い。
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• 救助機関への速やかな通報。

• （水に濡れると急激に体温が失われることから、）要救助者が水
に濡れない状態での救助待機。

• いかだまたは救命浮器の上での救助待機中に、体温低下を防ぐ
ための保温具、防寒具等の使用。



参考：本年２月の日本近海の平均海面水温
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※海氷のために海面水温のデータがない海域は、灰色の網掛けで示す
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参考：日本近海の各海域の海面水温の推移

A 網走地方沿岸
（ウトロ漁港周辺の海域を含む）

B 上越沿岸 C 茨城県南部沿岸

D 鳥取県西部沿岸 E 播磨灘・備讃瀬戸 F 土佐湾

G 玄界灘・響灘 H 日向灘南部 I 沖縄本島東
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